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“地球温暖化”の誕生



気温

現在30年前

ある地点の年平均気温の推移
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地球の冷却



地球温暖化とは？



温暖化？
全球の地上気温の変化：2005年と30年間平均（1961ｰ90）との対比









温暖化の恩恵



地球にとって北極の役目は？



太陽
sunが
night
夜だ

春分

太陽熱は
赤道で　３　とすると
日本では　２
北極点では　０

地球



北極点
緯度９０

赤道
緯度０

１７０℃－１３０℃ １０℃　３０℃

５４度Ｎ　　　樺太北端
３６度Ｎ　　　東京

仮想
水の無い地球





Honsund area
北極・南極の調査



国際極年観測所





















地球規模気候変動



海氷面積は１６６万平方ｋｍ減少、日本国土の4.5倍に相当



海氷面積の変化
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気温観測記録

１７１４　温度計発明
１８７５　日本で定時気象観測開始
（明治８年）
１８９８　南極大陸初越冬観測
１９５７　昭和基地観測開始

１００万年前？　南極に雪が積もり始める



気温

海抜 気温の鉛直分布
黒線



春季平均気温（3月－6月）の２５年平均

（１９６８－９３）と２００５年との対比
年平均気温偏差（1958‐2002年）

北極と南極の気温

昭和基地

年平均気温偏差（６０－90°N)
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(岩盤)

氷床の模式図(ドームふじの場合）

100‐110ｍ　3000年前

1000ｍ　5.7万年前

3000ｍ　70万年前



南極セールロンダーネ山地
　氷河での液封型ドリル試験
　　　1989-1990年(JARE31)



深層掘削の様子(その一）



深層掘削の様子(その三）





地質年代区分表
（地球進化学2007）

180.6万年

　6650万年

　5.42億年　45.5億年
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・南極氷床と気候・環境変動研究
　　数十万年スケール：深層掘削

ドームふじコ



氷床コアと気候変動
（32万年前から現在）

ドームふじコアから



10万年周期 4.1万年周期
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動物写真

アイスランドは０歳
グリーンランドは３０億歳

温暖化の仕組み



地表

大気

地球の外

地球への熱の
出入り



地表

大気

地球の外

不透明な大気

温室効果ガス

最大の温室効果ガス＝水蒸気
地球に大気が無ければ、１５℃⇒－１３℃



地表

大気

地球の外

熱倉庫

熱　➔　ＣＯ２=Ｃ+Ｏ２

Ｃ＋Ｏ２＝ＣＯ２　➔　熱



地表

大気

地球の外

熱倉庫

熱　➔　氷　：　水
水　：　氷　➔　熱



グリーンランドの事例





海水面上昇

海水面上昇
1870－2005

IPCC2007



グリーンランド頂上部
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ペンギン会議：「ぼちぼち結論を出そう」



• 地表付近の気温が年々上昇することを温暖
化と言う。

• 実際多くの地点で、温暖化が観測されている。

• 自然は、これまで長短さまざまな周期の温暖
化、寒冷化を繰り返してきた。

• 今回の温暖化についても、人工的な要因が
主たるものかどうか、わからない。

• だからと言って、人為的に、温暖化を促進す
る行為は避けなければならない。



私たちは、

＊温暖化の現状を把握する

＊温暖化のメカニズムを調べる

＊必要な場合に、温暖化を減速する対策を考
える

ことができる。これは、雲南に居ても、

極地で仕事をしていても、それぞれ可能な

行為である。

このような調査・研究を通して、きっと、地球と
親交を深めることができる。



ペンギン：　「やっぱり地球が危ないのでは？」

終


